
東　　　 大　　　 阪（１） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行令和元年８月15日（木）

〒577―0802
東大阪市小阪本町 1-1-7
　　 エフエスビル２Ｆ

〒581-0013
八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072―926―5134
FAX 072―921―6893

TEL 06―6720―4601
FAX 06―6720―4603

東大阪 ･八尾
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購読ご希望の方はお気軽にお電話下さい

八
尾
商
工
会
議
所

会
頭
感
謝
状

【
商
工
振
興
委
員
】

▽
永
田
光
二（
丸
光
工
業
㈱
）

▽
大
西
健
造
（
大
西
労
務

事
務
所
）

▽
松
本
啓
義
（
松
一
ゴ
ム

㈱
）

▽
堀
貫
忠
（
堀
貫
会
計
事

務
所
）

▽
加
賀
敏
之
（
衣
料
セ
ン

タ
ー
大
東
）

▽
津
田
伸
一
（ 

津
田
商
興

㈱
）

▽
山
下
春
夫
（
山
下
米
穀

燃
料
店
）

▽
稲
垣
草
矢
子
（
㈱
日
本

海
）

▽
紀
田
長
仁
（
ふ
と
ん
工

房
紀
の
長
）

▽
濵
田
邦
昭
（
㈱
ロ
ッ

キ
ー
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）

▽
温
川
政
佳
（
㈱
関
西
ク

ラ
ウ
ン
工
業
社
）

▽
清
水
美
由
紀
（
㈱
オ

フ
ィ
ス
・
ゼ
ッ
ト
）

▽
田
中
英
夫
（
㈲
平
和
観

光
サ
ー
ビ
ス
）

▽
吉
村
和
三
治
（
吉
村
商

功労者と事業所を表彰
八尾商工会議所

各
賞
受
賞
者
一
覧

 

（
敬
称
略
）

挨拶する池尻誠会頭（左・主催者席、右・来賓席）

大阪府知事表彰を受ける柏木
良治・エッカ商事㈱社長（右）

八尾市長・八尾商工会議所会頭
連名の感謝状が贈られる菅春
水・カンエイ産業㈱会長（右）

　

八
尾
商
工
会
議
所
の
創

立
70
周
年
記
念
式
典
と
祝

賀
会
が
、７
月
16
日
に
シ
ェ

ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪

（
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本

町
６
）
で
催
さ
れ
、
約
５

０
０
人
が
集
い
祝
っ
た
。

　

最
初
に
国
歌
斉
唱
と
物

故
者
黙
祷
を
行
い
、
池
尻

誠
会
頭
が
主
催
者
を
代
表

し
て
式
辞
を
述
べ
た
。

大
阪
府
知
事
表
彰

▽
柏
木
良
治
（
エ
ッ
カ
商

事
㈱
）

▽
中
川
廣
次
（
中
川
企
画

建
設
㈱
）

▽
石
井
多
聞
（
㈱
ト
レ
ビ

ア
ン
）

▽
中
許
忠
和
（
㈱
Ｙ
Ｒ
Ｋ 

ａ
ｎ
ｄ
）

▽
伊
藤
嘉
宏
（
㈱
か
も
じ

や
）

　

創
立
70
周
年
を
記
念
し

て
会
議
所
と
地
域
社
会
の

発
展
に
寄
与
し
た
功
労
者

と
事
業
所
に
表
彰
状
並
び

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

続
い
て
来
賓
祝
辞
と
紹

介
が
あ
り
山
口
孝
満
副
会

頭
が
閉
会
の
挨
拶
を
行
い

式
典
は
終
了
。
次
の
80
周

年
に
向
け
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
開
始
し
た
。

▽
木
村
直
樹
（
松
本
油
脂

製
薬
㈱
）

八
尾
市
長
並
び
に

八
尾
商
工
会
議
所

会
頭
連
名
感
謝
状

▽
髙
田
歳
一
（
髙
田
金
型

工
業
㈱
）

▽
菅
春
水
（
カ
ン
エ
イ
産

業
㈱
）

▽
村
本
順
三
（
さ
く
ら
精

機
㈱
）

▽
渡
邊
哲
正
（
富
士
電
子

工
業
㈱
）

▽
池
田
貴
彦
（
㈱
オ
ー
プ

ル
）

▽
笠
井
実（
笠
井
産
業
㈱
）

▽
山
本
勝
彦
（
山
通
シ
ス

テ
ム
サ
ー
ビ
ス
㈱
）

▽
藤
本
純
（
藤
本
会
計
事

務
所
）

▽
西
岡
照
晃
（
大
東
倉
庫

㈱
）日

本
商
工
会
議
所

会
頭
並
び
に
八
尾

商
工
会
議
所
会
頭

連
名
感
謝
状

▽
野
田
秀
樹
（
野
田
ブ
ラ

シ
工
業
㈱
）

▽
田
中
英
聡
（
田
中
鉄
工

㈱
）

▽
吉
川
憲
司
（
日
新
計
器

㈱
）

▽
時
野
学
（
八
尾
自
動
車

興
産
㈱
）

▽
大
久
保
八
城
（
日
東
金

属
工
業
㈱
）

八尾商工会議所会頭感謝状
を受ける商工振興委員の永
田光二・丸光工業㈱社長

日本商工会議所会頭・八尾
商工会議所会頭連名の感
謝状を受ける野田秀樹・野
田ブラシ工業㈱会長

八尾商工会議所永年在籍会
員の代表で感謝状を受ける
久尾順子・㈱山徳社長（右）

八尾商工会議所会頭感
謝状を受ける検定試験
委員の辰巳富造氏（右）

70
周
年
記
念
式
典・祝
賀
会
開
催

　
〝
モ
ノ
の
始
ま
り
何
で
も
堺
〞
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
堺
よ
り
も
古
い
歴
史
を
持

つ
河
内
。
河
内
の
中
心
は
、
旧
中
河
内
郡
役
所
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
八
尾
市
で
あ
る
。

そ
の
八
尾
市
の
商
工
業
を
支
え
て
き
た
八
尾
商
工
会
議
所
が
市
制
施
行
の
翌
年
（
昭
和
24

年
）
発
足
、
今
年
５
月
16
日
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
た
。

（
敬
称
略
）

　

地
区
内
唯
一
の
地
域
総

合
経
済
団
体
と
し
て
創
立

さ
れ
、
以
来
70
年
に
わ
た

り
、
地
域
産
業
の
振
興
・

発
展
に
力
を
尽
く
し
て
き

た
。

　

昭
和
30
年
代
は
、
田
園

都
市
を
め
ざ
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
古
く
か
ら
地

場
産
業
と
し
て
日
本
一
の

品
質
と
生
産
量
を
誇
る
歯

刷
子
工
業
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
全
国
有
数
の
（
中

小
企
業
が
集
積
す
る
）
産

業
都
市
と
し
て
発
展
し
て

き
た
。

　

製
造
品
出
荷
額
等
は
、

大
阪
府
内
４
位
、
約
１
兆

円
に
達
し
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
八
尾
駅
、
近
鉄
八

尾
駅
、
地
下
鉄
谷
町
線
の

終
着
駅
で
あ
る
八
尾
南
駅

が
あ
り
、
商
業
施
設
も
充

実
し
て
大
阪
市
、
東
大
阪

市
な
ど
他
市
か
ら
の
買
物

客
も
増
え
年
間
販
売
額
も

５
、
３
０
０
億
円
に
上
っ

て
い
る
（
詳
細
は
別
表
参

照
）。

製
造
出
荷
額
は
大
阪
府
下
４
位
、 １
兆
円

八
尾
商
工
会
議
所
を

牽
引
し
た
歴
代
会
頭

創立70周年
八尾商工会議所

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

本　　
　
　

社　

八
尾
市
楠
根
町
五
丁
目
三
十
番
地

☎（
〇
七
二
）九
九
六―

八
七
七
〇
㈹

奈
良
工
場

 

五
條
市
住
川
町
一
四
〇
三
番
地

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
な
ら
工
業
団
地
内

☎（
〇
七
四
七
）二
六―

二
〇
五
〇

代
表
取
締
役

社
　

長

創　

介

人と地球にやさしく…人と地球にやさしく…
独自のリファインテクノロジー

大 阪 府 八 尾 市 老 原 4 -170
TEL.072-949-4121㈹  FAX.072-949-9124
http://www.hokoku-corp.co.jp

ヒマシ油の総合メーカー
豊国製油株式会社
HOKOKU  CORPORATION

八
尾
商
工
会
議
所

創
立
70
周
年

祝

八
尾
商
工
会
議
所
役
員

会　
　

頭　

池
尻　
　

誠　

関
西
食
品
工
業
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長

副 

会 

頭　

山
口　

孝
満　

山
口
文
紙
株
式
会
社　

代
表
取
締
役

副 

会 

頭　

古
橋　

健
士　

ホ
シ
デ
ン
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長

副 

会 

頭　

田
中　

則
男　

田
中
紙
管
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
会
長

副 

会 

頭　

𠮷
川　

博
之　

國
陽
電
興
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
会
長

専
務
理
事　

名
本　

勝
彦　

八
尾
商
工
会
議
所

〒
５
８
１
―
０
０
０
６ 

大
阪
府
八
尾
市
清
水
町
１
丁
目
１
番
６
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
２
―
１
１
８
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
―
９
２
２
―
８
８
２
８

事
㈱
）

▽
浦
博
之
（
㈱
弁
慶
）

▽
大
熊
勉（
㈱
オ
オ
ク
マ
）

▽
川
北
雅
弘
（
川
北
ヘ

ア
ー
ピ
ン
㈱
）

▽
田
中
宏
智
（
㈱
田
中
工

業
所
）

▽
中
井
征
児
（
関
西
ビ
デ

オ
）

▽
檜
作
英
男
（
㈲
ス
エ
ヒ

ロ
）

▽
山
田
雅
喜
（
雅
）

▽
和
田
覚（
㈱
フ
ァ
ニ
ー
）

八
尾
商
工
会
議
所

会
頭
感
謝
状

【
検
定
試
験
委
員
】

▽
辰
巳
富
造
（
横
小
路
珠

算
研
究
会
）

▽
花
谷
昌
男
（
花
谷
珠
算

塾
）

▽
増
井
重
春
（
高
安
珠
算

塾
）

▽
吉
田
宗
晴
（
よ
し
だ
そ

ろ
ば
ん
教
室
）

▽
上
杉
禮
子
（
木
ノ
本
珠

算
研
究
所
）

▽
田
中
冨
美
代
（
長
原
珠

算
塾
）

▽
小
山
千
明
（
平
野
珠
算

塾
）

▽
佐
々
木
清
美
（
佐
々
木

珠
算
塾
）

▽
山
本
早
陽
子
（
ほ
づ
み

珠
算
研
究
会
南
本
町
）

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

冠婚葬祭・各種パーティーのお料理
企画運営を承っております。

大阪府･奈良県内セレモニーホール指定業者
大阪府･奈良県内神社･寺院指定業者

日本料理 天山  　TEL (072) 991-6677 (代)
カフェ・プリズム　TEL (072) 997-6666

照明用鋼管柱
各種照明器具  製 造}

〒581-0812　八尾市山賀町４丁目60番地
　　　　　　　TEL（072）922―7963 ㈹
　　　　　　　FAX（072）997―7972

国陽電興株式会社

一
、
地
域
住
民
の
健
康
な
生
活
を
守
る
た
め
、

 

高
度
で
良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

一
、
信
頼
さ
れ
る
市
の
中
核
病
院
と
し
て
、

 

地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
推
進
し
ま
す
。

一
、
市
民
に
誇
れ
る
公
立
病
院
と
し
て
、

 

品
格
あ
る
病
院
運
営
を
実
践
し
ま
す
。

 

地
域
商
工
業
の

振
興 

・ 

発
展
に
尽
力

八尾市



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和元年８月１５日（木）

　実家で商売用に使っ
ていたオート三輪車で
す。
　運転がかなり難しく
あまりハンドルを切り
すぎると横転したそう
です。この当時は、コ
ンクリート道路は一部
で、舗装されていない

道路がほとんどでした。
　国鉄八尾駅に生活物
資が輸送されてきてよ
うやく戦後の復興が落
ち着き始めた頃です。
オート三輪車はお米・

醤油・砂糖・タマゴ・燐
寸・炭・電球などの運搬
用です。商店街がない
時代です。
昭和29年７月ごろ　
場所　不明

な
つ
か
し
い
写
真
〈
写
真
提
供
〉 

読
者 

・ 

坂
口
　
功

な
テ
ー
マ
で
消
費
者
の
基

礎
的
知
識
、
技
術
を
学
ぶ

場
だ
。
主
催
は
八
尾
市
消

費
問
題
研
究
会
（
⻆
田
禮けん玉作りをする小学生

女子硬式野球のワールド
カップ・チャンピオン

箕面市森町西
� １―１―65
TEL�072―733―2111

履正社スポーツ専
門学校・北大阪校

　

令
和
元
年
の
７
月
、
創
始
１
１
５
０
年
の
祇
園

祭
の
日
、
烏
丸
四
条
か
ら
八
坂
神
社
、
高
台
寺
を

抜
け
て
清
水
寺
へ
。
過
去
何
度
か
訪
問
し
ま
し
た

が
休
業
で
し
た
の
で
何
と
し
て
も
訪
ね
て
み
た
か

っ
た
の
が
「
忠
僕
茶
屋
」
で
す
。
そ
の
前
に
、
わ

ら
び
餅
と
お
抹
茶
で
一
服
し
な
が
ら
、
少
し
時
間

を
戻
し
て
み
ま
す
。

　

清
水
寺
に
は
西
郷
と
月
照
に
ゆ
か
り
の
あ
る
２

つ
の
お
茶
屋
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
前
号
で
ふ
れ

た
月
照
の
坊
官
・
近
藤
正
慎
の「
舌
切
茶
屋
」で
す
。

今
回
は
、
錦
江

湾
に
身
を
投
じ

た
船
に
一
緒
に

乗
っ
て
い
た
月

照
の
下
僕
・
大
槻
重
助
の「
忠
僕
茶
屋
」の
話
で
す
。

　

錦
江
湾
で
入
水
し
た
時
の
船
に
乗
っ
て
い
た
５

人
は
益
田
宗
児
著
「
西
郷
隆
盛
と
徳
之
島
」（
浪

速
社
）
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
―

　
「
１
８
５
６
（
安
政
５
）
年
11
月
満
月
の
夜
、

船
頭
役
の
平
野
国
臣
、
薩
摩
藩
の
見
張
り
番
の
藩

臣
坂
口
、
月
照
の
従
者
重
助
の
３
人
を
伴
い
５
人

が
錦
江
湾
の
沖
へ
と
進
み
ま
す
」

　

偶
然
知
っ
た
の
で
す
が
、
船
頭
役
の
平
野
国
臣

に
関
し
て
「
明
治
維
新
を
支
え
た
男
」（
宮
本
雅

史
産
経
新
聞
編
集
委
員
）
に
よ
る
と
、「
攘
夷
派

と
し
て
西
郷
吉
之
助
ら
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
福

岡
藩
士
、
平
野
次
郎
国
臣
は
、
個
性
際
立
つ
志
士

と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
国
学
に
勤
し
み
、
古
い
も

の
尊
ぶ
尚
古
主
義
に
傾
倒
。
頭
髪
を
剃
り
上
げ
る

月
代
を
せ
ず
に
古
風
な
総
髪
、
烏
帽
子
を
か
ぶ
り

直
垂
姿
で
出
歩
く
な
ど
、そ
の
姿
は
異
様
だ
っ
た
」

と
描
い
て
い
ま
す
。
何
か
問
題
意
識
を
持
っ
て
い

る
と
偶
然
に
も
ラ
ッ
キ
ー
と
叫
び
た
く
な
る
幸
運

に
行
き
当
た
る
も
の
で
す
。
新
し
い
情
報
が
増
え

ま
し
た
。
こ
れ
が
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
と
い
う
も

の
で
し
ょ
う
。

　

西
郷
ら
の
逃
避
行
を
た
ど
る
と
、
伏
見
か
ら
淀

川
を
下
り
、天
満
橋
・
八
軒
屋
浜
へ
、そ
し
て
山
口
・

下
関
の
荷
受
問
屋
（
小
倉
屋
）
へ
、
陸
路
よ
り
安

全
な
瀬
戸
内
航

路
の
旅
で
す
。

こ
の
具
体
的
な

行
程
に
つ
い
て

先
述
の
「
明
治
維
新
を
支
え
た
男
」
で
取
り
上
げ

て
い
る
小
倉
屋
・
白
石
正
一
郎
日
記
に
よ
る
と
―

　
「
西
郷
は
９
月
11
日
未
明
、月
照
と
下
男
の
重
助
、

有
村
を
連
れ
て
京
を
出
発
。
同
月
23
日
、
当
時
の

大
坂
で
北
条
と
合
流
す
る
と
薩
摩
を
目
指
し
、
海

路
、
赤
間
関
（
下
関
）
に
向
か
っ
た
。
一
行
は
10

月
１
日
、
赤
間
関
に
着
く
。
西
郷
は
こ
こ
で
一
行

と
別
れ
、
月
照
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
る
た
め

薩
摩
に
向
か
う
。
月
照
ら
４
人
は
、
西
郷
が
懇
意

の
白
石
邸
に
一
時
、
身
を
隠
す
こ
と
に
な
っ
た
」

　

よ
り
安
全
に
と
茶
室
に
匿
っ
た
と
い
い
ま
す
。

同
２
日
に
月
照
ら
は
白
石
邸
か
ら
薩
摩
に
向
い
ま

す
。

　

そ
の
２
カ
月
後
に
地
元
と
京
の
目
明
し
ま
し
た

が
指
名
手
配
者
の
似
顔
絵
を
も
っ
て
探
索
に
き
ま

し
た
が
、「
飲
食
さ
せ
た
り
し
て
目
明
し
を
懐
柔

し
事
な
き
を
得
た
」
と
正
一
郎
は
日
記
に
書
い
て

い
る
の
が
面
白
い
で
す
。

⑥

読読
楽楽

帳帳 夢野悠人

書書
月
照
の
逃
避
行 

下
関
へ

祝
八
尾
商
工
会
議
所
創
立
70
周
年

田

畑

理

一

大阪府八尾市光町2-13
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ひ
と
つ
ず
つ

　
い
い
ね
！
で
確
認

火
の
用
心

大
久
保　
八　

城

松

村

康

正

八
尾
市
消
防
団

八
尾
火
災
予
防
協
会

団
長

会
長

熱
中
症
予
防
に

　

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を

八
尾
市
水
道
局

不
易
糊
工
業 
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式
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今
年
の
２
月
13
日
に
、
国
税
庁
が
生
命

保
険
の
税
務
上
の
取
り
扱
い
を
見
直
す
こ

と
を
発
表
し
、
翌
日
か
ら
節
税
保
険
の
販

売
を
各
生
命
保
険
会
社
が
取
り
や
め
た
た

め
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ん
て
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
国
税
庁

は
税
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
発
表
を

し
ま
し
た
が
、
各

生
命
保
険
会
社
は

対
応
に
追
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

前
回
に
続
き
や

や
こ
し
い
生
命
保

険
に
つ
い
て
書
き

ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
ご
自
身
が
ど
の
よ
う
な
保

険
に
加
入
し
て
い
る
か
理
解
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
実
は
理
解
し
て
い
な
い
方
が

多
い
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
生
命
保
険
会

社
か
ら
こ
の
商
品
は
お
勧
め
で
す
と
ア
プ

ロ
ー
チ
を
さ
れ
て
確
か
に
良
い
商
品
だ
と

加
入
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
問
題
は
、
生

命
保
険
に
入
る
た
め
の
目
的
が
明
確
に
さ

れ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

例
え
ば
現
金
で
５
億
円
持
っ
て
い
る
人

に
万
が
一
に
備
え
て
生

命
保
険
に
入
る
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
。
当

然
入
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
方
が
亡
く

な
っ
て
も
お
金
で
困
ら

な
い
か
ら
で
す
。
家
族

で
は
誰
に
保
険
金
を
か

け
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
。
通
常
は
最
も
稼
ぐ

人
に
か
け
る
べ
き
で

す
。
な
ぜ
な
ら
大
黒
柱

の
不
在
で
収
入
が
途
絶
え
る
か
ら
で
す
。

あ
る
方
は
、
子
ど
も
に
保
険
金
を
３
千
万

円
か
け
て
い
ま
し
た
。
大
黒
柱
の
ご
主
人

に
は
数
百
万
円
で
し
た
。
こ
の
こ
と
に
気

が
つ
い
て
い
な
い
の
で
し
た
。
子
ど
も
が

亡
く
な
る
と
確
か
に
悲
し
い
で
す
が
、
親

が
生
き
て
い
る
以
上
、
生
活
に
困
る
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
悲
し
み
と
お
金
だ
け

が
残
り
ま
す
。
そ
の
資
金
は
ご
主
人
の
保

険
に
回
し
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど
家
族
の
安
心

を
手
に
入
れ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
生
命
保

険
の
本
来
の
目
的
の
は
ず
で
す
。

　

た
ま
に
見
ら
れ
る
の
が
住
宅
ロ
ー
ン
に

生
命
保
険
が
つ
い
て
い
な
い
方
が
い
ま

す
。
こ
れ
は
一
大
事
で
す
。
ご
主
人
が
亡

く
な
っ
て
生
命
保
険
が
な
け
れ
ば
、
遺
族

は
働
い
て
ロ
ー
ン
を
払
っ
て
い
か
な
い
と

家
に
住
み
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
住
宅
ロ
ー

ン
は
場
合
に
よ
っ
て
は
75
歳
ま
で
に
な
っ

て
い
た
り
す
る
の
で
、
残
さ
れ
た
遺
族
が

家
を
守
る
た
め
に
は
働
い
て
支
払
い
続
け

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

も
し
奥
様
が
ず
っ
と
専
業
主
婦
だ
っ
た

ら
就
職
活
動
を
し
て
働
き
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
全
体
像
を
よ
く
見

て
、
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
最
も
大

事
な
の
だ
と
言
い
た
い
の
で
す
。

笑う笑う
税理士
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８
月
４
日
、
野
田

し
ょ
う
子
東
大
阪
市
議

（
写
真
中
央
）
の
熱
い

戦
い
が
始
ま
っ
た
。
市

議
会
議
員
３
選
を
目
指

し
て
東
大
阪
市
横
沼
町

に
選
挙
事
務
所
を
開

設
、
２
０
０
人
を
超
え

る
熱
心
な
支
援
者
が
参

集
し
た
。

　

野
田
市
議
の
決
意
表

明
に
先
立
ち
、
前
八
尾

市
長
の
田
中
誠
太
さ
ん

（
写
真
左
）、
大
阪
府
議

会
議
員
の
西
野
こ
う
い

ち
さ
ん
（
写
真
右
）
が

３
選
に
向
け
て
、
熱
い

応
援
エ
ー
ル
を
送
り
満

場
の
参
加
者
に
強
く
支

援
を
訴
え
て
い
た
。

　

続
い
て
野
田
市
議
が

５
つ
の
約
束
を
声
高
ら

か
に
表
明
し
た
。
①
製

造
業
を
再
生
、
②
お
母

さ
ん
の
声
を
代
弁
、
③

地
域
の
問
題
を
解
決
、

④
犯
罪
の
な
い
安
全
な

街
に
、
⑤
諸
外
国
と
の

架
け
橋
に
。

　

野
田
市
議
は
同
僚
市

議
が
感
心
す
る
ほ
ど
、

リ
ズ
ム
よ
く
行
動
し
て

お
り
様
々
な
活
動
に
務

め
て
い
る
。

　

東
大
阪
地
区
保
護
司

会
、
地
域
教
育
協
議

会
、
東
大
阪
ふ
た
ば
里

親
会
、
東
大
阪
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会
等
々
多
く
の
活

動
実
績
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。

　

９
月
29
日
の
投
票
日

に
向
け
て
ホ
ッ
ト
な
戦

い
は
続
く
。

　

第
42
回
子
ど
も
消
費
教

室
が
７
月
22
日
〜
24
日
に

開
か
れ
た
。
八
尾
市
内
の

小
学
生
を
対
象
に
、
身
近

子
会
長
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

関
西
消
費
者
連
合
会
（
同

会
長
）、
八
尾
市
。

　

22
日
は
八
尾
市
立
く
ら

し
学
習
館
（
八
尾
市
本
町

３
）
で
警
察
の
仕
事
、
消

防
の
仕
事
を
学
び
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
け
ん
玉
を

作
っ
た
。

　

23
日
は
社
会
見
学
と
し

て
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
血
液
セ

ン
タ
ー
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
（
茨
木
市
彩

都
あ
さ
ぎ
７
）へ
行
っ
た
。

　

24
日
は
く
ら
し
学
習
館

で
暮
ら
し
に
役
立
つ
省
エ

ネ
、
消
費
者
教
育
と
い
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ

た
。

開
か
れ
た
。
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ｅ

Ｘ
は
ウ
ッ
チ
市
で
生
ま
れ

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
舞
踊

団
。

　

主
催
は
公
益
財
団
法
人

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｔ

Ｅ
Ｘ
八
尾
公
演
が
７
月
19

日
に
八
尾
市
文
化
会
館
プ

リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
小
ホ
ー

ル
（
八
尾
市
光
町
２
）
で

八
尾
市
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
、
企
画
は
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ 

Ｉ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ

Ｄ
実
行
委
員
会
。

　

日
本
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

国
交
１
０
０
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
に
ふ
さ
わ

し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
優
雅

な
民
族
舞
踊
と
華
麗
な
歌

に
訪
れ
た
人
は
満
足
し
て

い
た
。

　

そ
の
後
履
正
社
高
等
学

校
に
進
学
し
、
女
子

硬
式
野
球
部
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
ひ
た
す

ら
野
球
に
打
ち
込
む
。
高

校
３
年
生
の
と
き
、
ア
ジ

ア
カ
ッ
プ
２
０
１
７
（
香

港
開
催
）
日
本
代
表
選
手

に
選
ば
れ
出
場
し
た
。
初

め
て
の
国
際
試
合
で
あ

り
、
よ
い
思
い
出
に
な
っ

て
い
る
。

　

高
校
卒
業
後
は
履
正
社

ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
に
進

み
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
履

正
社
レ
ク
ト
・

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」

に
入
団
、
右
投

げ
右
打
ち
の
外

野
手
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年

８
月
に
米
国
フ

ロ
リ
ダ
州
に
て

第
８
回
女
子
野

球
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
、
日
本
代
表
・
マ

ド
ン
ナ
ジ
ャ
パ
ン
は
大
会

６
連
覇
を
達
成
、
北
山
さ

ん
は
代
表
選
手
に
選
出
さ

れ
外
野
手
と
し
て
出
場
し

た
。

　

７
月
25
日
の
炎
天
下
、

履
正
社
レ
ク
ト
・
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
箕
面
市
）
を
訪
れ
た
。

当
日
は
埼
玉
県
加
須
市
か

ら
遠
征
で
来
阪
し
た
花は

な

咲さ
き

徳と
く

栄は
る

高
等
学
校
女
子
硬
式

野
球
部
と
の
練
習
試
合
が

行
わ
れ
て
い
た
。
女
子
硬

式
野
球
の
試
合
取
材
は
初

め
て
の
経
験
だ
っ
た
が
、

履
正
社
チ
ー
ム
の
投
球
動

作
の
リ
ズ
ム
・
ベ
ー
ス
ラ

ン
ニ
ン
グ
・
捕
手
の
強
肩

が
印
象
に
残
っ
た
。

　

コ
ー
チ
の
内
藤
光
平
さ

ん
に
聞
く
と
、
現
在
国
内

に
女
子
硬
式
野
球
部
（
高

校
）
は
30
チ
ー
ム
、
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
は
30
チ
ー
ム
ほ

ど
活
動
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
内
藤
さ
ん
は
昨
年
ま

で
履
正
社
高
等
学
校
（
男

子
）
の
コ
ー
チ
を
務
め
て

お
り
、
履
正
社
高
等
学
校

は
２
０
１
９
年
夏
の
甲
子

園
出
場
も
果
た
し
て
い
る
。 　

監
督
の
橘
田
恵
さ
ん
は

履
正
社
高
等
学
校
の
卒
業

生
。
現
在
履
正
社
ス
ポ
ー

ツ
専
門
学
校
・
北
大
阪
校

に
て
女
子
硬
式
野
球
部
監

督
を
務
め
て
い
る
。

　

投
手
の
球
速
は
平
均
時

速
１
０
０
〜
１
１
０
Ｋ

ｍ
、
稀
に
１
２
０
Ｋ
ｍ
レ

ベ
ル
が
い
る
そ
う
だ
。
橘

田
監
督
の
指
導
を
受
け

て
、
選
手
の

動
き
は
す
こ

ぶ
る
キ
ビ
キ

ビ
と
リ
ズ
ム
が
よ
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
履
正
社
レ

ク
ト
・
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
活

躍
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

野田しょう子市議
事務所開き

東大阪市議選に向け決意表明

東大阪市横沼町３―５―４

近鉄俊徳道駅より徒歩５分

野田しょう子後援会事務所

ポーランド民族衣装に身を包んだ団員が民族舞踊を披露

日本とポーランド国交100周年
ポーランドPOLTEX八尾公演

　

背
番
号
55
の
北
山
未み

来く

さ
ん
（
20
）
は
東
大
阪

市
末
広
町
の
生
ま
れ
、
中
学
生
時
代
は
地
元
の
枚

岡
ボ
ー
イ
ズ
に
入
団
し
、
３
年
間
に
わ
た
り
野
球

の
基
礎
を
学
ん
だ
。

東
大
阪
市

出
　
　
身  

北
山
未
来
さ
ん
が
出
場

第
42
回 

子
ど
も
消
費
教
室
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　

関
西
消
費
者
連
合
会

八
尾
市
女
性
団
体
連
合
会

八
尾
市
消
費
問
題
研
究
会

　
　
　
　

会　

長　

⻆
田　

禮
子

八
尾
市

社
会
福
祉
協
議
会

会　

長　

山
下　

彬

役
員
一
同

清水寺から市内を望む

橘田恵監督 （左） と北山未来さん

笑
顔
が
輝
く
履
正
社
レ
ク
ト
・
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
メ
ン
バ
ー

日　程 名　　　称
8月22日㈭ 議会運営委員会
8月27日㈫ 議会運営委員会
9月6日㈮ 本会議（第 1日）
9月9日㈪ 本会議（予備日）
9月10日㈫ 本会議（予備日）

9月12日㈭ 保健福祉常任委員会
予算決算常任委員会（保健福祉分科会）

9月13日㈮ 建設産業常任委員会
予算決算常任委員会（建設産業分科会）

9月18日㈬ 文教常任委員会
予算決算常任委員会（文教分科会）

9月19日㈭ 総務常任委員会
予算決算常任委員会（総務分科会）

9月25日㈬ 予算決算常任委員会（全体会）
9月27日㈮ 議会運営委員会

9月30日㈪
本会議（第 2日）
予算決算常任委員会（全体会）

10月9日㈬ 予算決算常任委員会（文教分科会）
10月10日㈭ 予算決算常任委員会（保健福祉分科会）
10月11日㈮ 予算決算常任委員会（建設産業分科会）
10月15日㈫ 予算決算常任委員会（総務分科会）
10月24日㈭ 予算決算常任委員会（全体会）
10月25日㈮ 議会運営委員会
10月28日㈪ 本会議（第 3日）

八
尾
市
議
会  

９
月
定
例
会
の
日
程
（
予
定
）

日本ウクライナ文化交流協会

会長　小野元裕
顧問　日野貴夫（天理大学准教授）

八尾市山本町南6-2-29　TEL072-926-5134
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楠
根
の
モ
ノ
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
紹
介

 

東
大
阪
モ
ノ
づ
く
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
著
名
な
彫
刻
家
フ
ィ
デ
ィ

ア
ス
の
工
房
と
さ
れ
て
い
る
遺
跡
を
過
ぎ
、
選
手

入
場
口
を
く
ぐ
る

と
ス
タ
デ
ィ
オ
ン

が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
の

行
わ
れ
た
場
所
で

す
。
今
も
ち
ゃ
ん

と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
が
残
さ
れ
て
お

り
、
四
年
に
一
度
、

名
誉
を
か
け
て
競

技
し
た
有
様
が
心
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
僕
も
ス
タ
ー
ト

し
て
み
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
競
技
者
の
熱
い
思
い

や
観
衆
の
興
奮
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
競
技
は
全
裸
で
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
し
、

ま
た
女
性
は
観
衆
と
し
て
も
参
加
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
歓
声
は
男
の
声
ば
か
り

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ア
ラ
ブ
諸
国
や
イ
ラ
ン

な
ど
の
サ
ッ

カ
ー
試
合
を

テ
レ
ビ
で
見

て
い
て
、
男
性

だ
け
の
興
奮

し
た
声
援
に

何
か
違
和
感

を
覚
え
ま
す

が
、
古
代
は
そ

の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

ロ
ー
マ
時

代
に
な
っ
て

も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
続
け
ら
れ
、
結
構
人
気
を
博
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
著
名
な
ロ
ー
マ
人
も
競
技
に

参
加
し
て
い
る
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。
特

に
第
五
代
皇
帝
ネ
ロ
は
有
名
で
、
七
種
目
に
優
勝
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
裏
金
は
巨
額
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ロ
ー
マ
人
は
ギ
リ
シ
ャ
の
精
神
性
が
よ
く
分
か
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
四
年
に
一
度
の
一
大
観
光

イ
ベ
ン
ト
に
は
万
難
を
排
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
意

義
を
認
め
て
い
た
の
で
す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
ロ
ー
マ
人
は
剣
闘
士
の
戦
い
が
大
好
き
で
、

皇
帝
も
そ
の
催
し
に
大
金
を
は
た
い
て
い
ま
し
た

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
よ
り
イ
ン

テ
リ
階
級
に
人

気
が
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
ロ
ー

マ
帝
国
の
隅
々

か
ら
多
く
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
お

た
く
が
押
し
寄

せ
て
き
て
、
小

さ
な
村
は
ほ
と
ん
ど
パ
ン
ク
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
宿
泊
所
を
含
め
イ
ン
フ
ラ
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
豪
華
な
ホ
テ
ル
も
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
す
ぐ
お
金
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
一
般
人

は
キ
ャ
ン
プ
場
の
よ
う
に
な
っ
た
神
域
で
寝
泊
ま
り

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

グ
ラ
ス
。
グ
ラ
ス
。
グ
ラ
ス
。
天
井
。

グ
ラ
ス
。
光
。

　

重
た
く
、
も
さ
も
さ
と
し
た
、
人
間

の
声
。人
工
的
な
音
。光
。ス
ロ
ー
モ
ー
。

　

音
は
プ
リ
ズ
ム
を
放
つ
。
音
が
振
動

す
る
と
空
気
が
光
る
。
粒
子
が
火
花
を

放
つ
だ
け
で
な
く
、
空
気
中
に
漂
う
チ

リ
が
光
に
反
射
す
る
。
キ
ラ
キ
ラ
と
約

70
色
の
光
。
そ
れ
を
目
印
に
動
く
。

　

グ
ラ
ス
か
ら
グ
ラ
ス
へ
。
人
間
を
避

け
て
グ
ラ
ス
へ
。
音
が
大
き
い
。
低
い
。

大
き
く
て
低
い
音
は
体
を
揺
ら
す
。
雷

鳴
に
似
た
。
空
気
を
揺
ら
す
、
あ
の
、

感
じ
、
羽
に
残
る
、
違
和
感
。

　

早
く
こ
の
場
所
か
ら
離
れ
た
い
。
グ
ラ
ス
。
グ
ラ

ス
。
布
地
の
花
。
額
縁
。
グ
ラ
ス
。

　

ピ
ン
ク
色
の
光
。
イ
エ
ロ
ー
。
同
時
に
光
る
。
女

の
人
間
の
高
ま
る
声
。
く
し
ゃ
っ
と
歪
む
顔
。
女
が

手
を
叩
く
。
ま
た
光
る
。
青
、
紫
。
手
を
叩
く
と
そ

の
振
動
は
さ
ら
に
押
し
寄
せ
る
。

　

早
く
戻
り
た
い
。
我
が
世
界
へ
。
匂
い
と
振
動
、

光
を
目
印
に
入
り
込
ん
だ
小
さ
な
箱
の
中
。
も
は
や

箱
の
中
は
人
間
だ
ら
け
、
越
冬
を
迎
え
る
テ
ン
ト
ウ

ム
シ
の
よ
う
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
紫
煙
は
充

満
し
、
乾
燥
し
て
い
る
。
す
ぐ
に
間
違
い
だ
と
分
か

っ
た
。
溢
れ
る
音
の
波
、
人
工
的
な
光
の
粒
子
。
全

て
が
こ
の
小
さ
な
箱
の
中
で
完
結
す
る
。
壁
に
ぶ
つ

か
り
反
射
す
る
。
目
ま
ぐ
る
し
い
。
疲
労
。

　

我
が
世
界
は
天
ま
で
抜
け
て
い
て
、
音
の
振
動
が

広
が
り
す
ぐ
に
消
え
る
。
情
報
量
は
我
が
世
界
の
方

が
多
い
が
、
人
間
の
住
む
箱
は
雑
多
な
音
と
光
に
汚

染
さ
れ
て
い
る
。
羽
が
も

げ
そ
う
に
な
る
。

　

毛
髪
の
薄
い
男
の
背
中

を
追
っ
た
の
が
い
け
な
か

っ
た
。
い
い
匂
い
が
し
た

も
の
だ
か
ら
、
つ
い
て
行

け
ば
何
か
あ
る
は
ず
だ
っ

た
。
熟
考
す
べ
き
で
あ
っ

た
。
大
き
な
生
物
は
我
よ

り
ス
ロ
ー
モ
ー
で
、
旨
い

も
の
を
吐
き
出
す
。

　

犬
の
そ
れ
が
主
食
。
猫

は
砂
に
埋
め
る
わ
り
に
大

し
て
旨
く
は
な
い
。
吐
き

出
す
も
の
よ
り
も
猫
は
死

骸
の
方
が
旨
い
。
人
間
は

な
か
な
か
我
の
前
に
吐
き

出
さ
な
い
が
、
生
物
が
吐

き
出
す
も
の
の
中
で
一
番

旨
い
。
た
だ
、
近
づ
く
と

命
を
狙
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
我
よ
り
も
ス
ロ
ー

モ
ー
な
の
で
ほ
と
ん
ど
安
心
し
て
も
い
い
。
し
か

し
、
油
断
は
い
け
な
い
。
た
ま
に
手
か
ら
霧
の
よ
う

な
エ
キ
ス
を
吐
く
。
そ
の
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
光
の
毒

に
は
体
内
に
入
れ
て
は
い
け
な
い
も
の
が
混
ざ
っ
て

い
る
。
相
当
な
臭
い
で
あ
る
。

　

幾
匹
か
の
我
の
同
胞
は
そ
れ
に
よ
り
動
か
な
く
な

っ
た
。
体
か
ら
青
と
銀
色
の
光
が
す
っ
と
抜
け
、
次

の
生
命
の
準
備
が
始
ま
る
。
我
が
世
界
か
ら
抹
消
さ

れ
、
地
面
の
奥
深
く
に
潜
り
、
次
の
登
録
を
待
つ
。

　

グ
ラ
ス
。
天
井
。
グ
ラ
ス
。
グ
ラ
ス
。
ボ
ト
ル
。

グ
ラ
ス
。

　

毛
髪
の
薄
い
男
が
大
き
な
音
を
出
し
て
い
る
。
昆

虫
に
近
い
顔
だ
。
ア
ル
コ
ー
ル
。
じ
ん
わ
り
と
薄
い

緑
の
湯
気
を
放
つ
液
体
。
こ
の
液
体
を
口
に
し
た
人

間
は
、
動
物
に
か
え
っ
て
い
く
。
ゴ
リ
ラ
や
ガ
ゼ
ル

の
顔
に
な
り
、
次
は
鳥
の
顔
、
そ
れ
か
ら
魚
の
顔
に

変
わ
り
、
最
後
に
は
昆
虫
に
似
た
顔
に
な
る
。
昆
虫

顔
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
証
だ
。
毛
髪
の
薄
い
男
は
早
く

か
ら
昆
虫
顔
だ
っ
た
。
昆
虫
顔
は
敵
で
は
な
い
。
い

く
ら
で
も
近
づ
け
る
し
、
顔
面
に
さ
え
と
ま
れ
る
。

昆
虫
顔
は
昆
虫
と
同
じ
な
の
で
危
険
な
存
在
で
は
な

い
の
だ
。

　

グ
ラ
ス
。
天
井
。
革
の
鞄
。

　

毛
髪
の
薄
い
男
を
中
心
に
人
間
は
輪
を
作
り
、
音

を
作
る
。
歌
。
口
か
ら
発
す
る
音
。
重
な
り
、
空
気

が
揺
れ
る
。
歌
だ
。
波
長
が
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
流
れ

る
。
居
心
地
が
悪
い
。

　

毛
髪
の
薄
い
男
が
ア
ル
コ
ー
ル
を
体
の
中
に
入
れ

る
。
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
の
よ
う
な
顔
。
無
害
で
情
け
な
い

顔
。
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
の
中
身
は
空
っ
ぽ
で
あ
る
。
餌
に

も
な
ら
な
い
。

　

男
が
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
き
る
と
、
さ
ら
に
大
き

な
音
が
響
い
た
。
手
を
叩
い
た
り
、喚
く
声
。
音
、音
、

音
の
波
。
人
間
の
出
す
音
は
美
し
く
な
い
。

　

美
し
く
な
い
音
が
体
に
押
し
寄
せ
た
時
、
我
は
手

を
こ
す
る
。
何
度
も
こ
す
る
。
こ
す
れ
ば
こ
す
る
ほ

ど
落
着
き
を
取
り
戻
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
す

れ
ば
こ
す
る
ほ
ど
興
奮
す
る
。
我
に
と
っ
て
手
を
こ

す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。

　

出
入
り
の
激
し
い
こ
の
小
さ
な
箱
。
一
旦
入
る
と

出
口
が
分
か
ら
な
い
。
こ
の
人
工
的
な
大
き
な
音
の

せ
い
。
扉
が
開
け
ど
も
、風
の
流
れ
は
ゆ
る
や
か
で
、

あ
て
に
な
ら
な
い
。
そ
の
時
か
ら
我
は
、
こ
の
毛
髪

の
薄
い
男
を
頼
り
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
我

の
世
界
に
戻
る
た
め
に
は
こ
の
男
に
つ
い
て
い
く
し

か
な
い
。そ
れ
が
一
番
危
険
か
ら
遠
い
方
法
だ
っ
た
。

　

よ
う
や
く
動
き
出
す
予
感
。
箱
の
中
の
人
間
は
、
ま

ば
ら
に
な
る
。
空
気
の
振
動
の
流
れ
が
散
漫
す
る
。
フ

ラ
フ
ラ
と
立
っ
て
い
る
毛
髪
の
薄
い
男
。
何
か
の
儀
式

が
終
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。近
づ
い
て
う
な
じ
に
と
ま
る
。

酸
っ
ぱ
い
汗
の
豊
潤
な
に
お
い
と
ア
ル
コ
ー
ル
の
刺
激

臭
が
混
じ
り
合
う
。
ぬ
め
る
肌
。
旨
そ
う
な
に
お
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

天
井
。
肩
。
う
な
じ
。
肩
。
う
な
じ
。

　

背
の
低
い
男
に
背
中
を
押
さ
れ
て
よ
ろ
め
き
な
が

ら
歩
く
男
。
我
の
世
界
の
に
お
い
。
音
が
作
る
光
の

粒
子
が
逃
げ
て
い
く
。
振
動
の
抜
け
道
。
我
の
世
界

と
繋
が
る
扉
。
男
が
何
歩
か
足
を
動
か
し
た
時
、
我

の
世
界
と
の
境
界
線
を
越
え
た
。
我
は
宙
を
舞
う
。

開
放
感
。
酸
素
の
鮮
度
が
違
う
。
し
か
し
ま
だ
い
く

ら
か
閉
塞
的
な
気
分
が
残
る
。
人
間
の
ぎ
っ
し
り
詰

ま
っ
た
小
さ
な
箱
か
ら
は
抜
け
出
し
た
が
、
ま
だ
箱

は
続
い
て
い
た
。
扉
は
閉
ま
る
。

　

毛
髪
の
薄
い
男
が
背
の

低
い
男
と
喋
っ
て
い
る
。

我
の
複
眼
に
映
る
２
人
の

姿
。
箱
か
ら
出
て
見
え
や

す
く
な
っ
た
。
毛
髪
の
薄

い
男
は
黄
色
い
霧
の
よ
う

な
も
の
が
湧
き
あ
が
っ
て

い
る
。
背
の
低
い
男
は
黒

っ
ぽ
い
ペ
ー
ス
ト
状
の
も

の
が
首
の
辺
り
と
手
首
の

辺
り
か
ら
滲
む
よ
う
に
出

て
い
る
。
毛
髪
の
薄
い
男

の
そ
れ
と
は
違
い
、
輪
郭

は
は
っ
き
り
と
し
て
い

る
。２
人
の
会
話
の
中
で
、

一
瞬
ド
バ
ド
バ
ド
バ
と
べ

た
つ
く
よ
う
な
黒
い
液
体

が
小
さ
い
男
の
頭
部
と
右

腕
を
覆
っ
た
。
振
り
か
ぶ

り
、
前
に
押
し
出
す
。
そ

の
黒
い
も
の
に
包
ま
れ
た
右
腕
、
ち
ょ
う
ど
肘
の
辺

り
が
毛
髪
の
薄
い
男
の
目
の
辺
り
に
打
ち
つ
け
ら
れ

た
。
汗
と
チ
リ
が
舞
い
、キ
ラ
キ
ラ
と
眩
し
く
光
る
。

肉
と
骨
の
ぶ
つ
か
る
美
し
い
音
が
波
状
に
押
し
寄
せ

る
。
我
は
興
奮
を
覚
え
た
。
塀
の
上
を
歩
い
て
い
た

猫
が
足
を
滑
ら
せ
て
背
中
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
打

ち
つ
け
ら
れ
た
時
の
音
を
思
い
出
す
。
そ
れ
は
前
世

の
記
憶
か
も
し
れ
な
い
。
我
は
そ
の
は
ら
わ
た
の
中

で
生
ま
れ
た
。
登
録
を
終
え
て
か
ら
す
ぐ
の
出
来
事

で
あ
る
。

　

毛
髪
の
薄
い
男
は
そ
の
ま
ま
白
目
を
剥
い
て
、
地

面
に
落
ち
て
い
く
。
そ
の
先
は
急
な
坂
道
に
な
っ
て

い
る
。
坂
を
見
る
と
空
を
飛
べ
な
い
生
物
の
下
等
さ

を
感
じ
る
。
そ
の
面
に
お
い
て
我
は
苦
労
し
た
覚
え

は
な
い
。
男
は
傾
斜
す
る
地
面
の
角
で
頭
を
打
ち
、

跳
ね
返
る
。
汗
と
チ
リ
が
舞
う
。
重
力
に
任
せ
た
ま

ま
、
男
は
転
が
り
落
ち
て
行
く
。
全
て
は
ス
ロ
ー
モ

ー
に
。
ゆ
っ
く
り
と
ゆ
っ
く
り
と
。
我
は
こ
の
よ
う

に
坂
道
を
下
る
人
間
を
見
る
の
は
初
め
て

だ
っ
た
。
筋
肉
を
使
っ
て
下
る
よ
り
も
こ

の
方
が
楽
か
も
し
れ
な
い
。

　

背
の
小
さ
い
男
を
見
る
と
灰
色
の
背

景
の
中
、
顔
を
歪
ま
せ
て
嗤
っ
て
い
た
。

黒
い
ペ
ー
ス
ト
状
の
も
の
は
全
身
に
シ

ミ
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
た
。
黒
い
部
分

が
く
っ
き
り
と
際
立
っ
て
い
る
。

　

毛
髪
の
薄
い
男
が
体
を
弾
ま
せ
る
度

に
、
光
が
反
射
す
る
。
我
は
そ
の
姿
を
追

い
、
そ
の
光
景
を
宙
か
ら
眺
め
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
美
し
き
我
の
世
界
へ
と

続
く
道
標
で
あ
る
。

近八尾行進曲

次
号
（
９
月
15
日
付
）
に
続
く

近八尾行進曲

連載小説⑩

嶋
津 

亮
太
（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

　「しかし犯人でないから知らずに電話してたって
ことはないのかなあ。俺は十帖さんだって怪しいと
思うよ。調べる必要があるよ」
　そこへローライズジーンズにタンクトップの若く
てスリムな女の子が２人入ってきた。そして屋外の
ウッドデッキのもう１つのテーブルに座っておしゃ
べりをはじめた。話の内容からどうやら近くのセー
ラームーンという店のメグとカナという女の子らし
い。セーラームーンには若い女性が多くいて、この
あたりでは一番高い店だ。その分客層もいいはずな
のだが、そうでもないようだ。
　「あの人、お店の勘定値切るのよ」
　「最低、断ったらママに電話しろなんて言って安
くさせたんでしょ。ケチねえ。でも作家なんでしょ」
　「そんなの嘘でしょ。単にペテン師よ。酔うと酒
癖悪いし、自分でもペテン師って言ってる」
　「ペテン師かもね。この前メグも騙されそうになっ
てたじゃない」
　「振りしてただけよ。調子に乗ってナタリーなん
て言ってたわ。話を合わせてたのよ」
　「ナタリーって何よ」
　「ナタリー・ポートマンよ。私が『レオン』って映
画の彼女に似てるんだって」
　２人の話を聞いていた成平と恬子は彼女達がセー
ラームーンの女の子だということや、彼女達が話し
ているペテン師の作家というのが十帖田のことだろ
うと気付いた。そこで恬子が思い切って声を掛けた。
　「ごめんなさい、突然声を掛けて。あなた達の言
う作家って十帖さんのこと。もしそうならどんな人
か知りたいんだけど教えてくれないかなあ」
　まずいことを喋ったんじゃないかと変な顔をしてい
る２人に殺人事件の話をして、彼を疑う人がいるから
その無実を証明するためにもどんな人か知りたいと説
明した。どうやら恬子の気持ちは通じたようだ。
　「十条さんてどんな人」
　恬子の質問に２人は声を合わせて答えた。
　「ケチ」
　これには成平も恬子も苦笑せざるを得ない。しか
し彼女達の話では、酒癖は悪いけれど殺人なんかす
るような人じゃないということだった。十帖のこと
をカナが言う。

百人一首殺人事件 ⑱

東大阪の古代史研究家

十帖田の古代史塾
20

26

　大学を卒業しインターン、 そして一般外科研
修の後ザンビア共和国の診療所へ赴任。 １ドル
360円の超円安の中、 持ち出し限度額の２万円
を持って日本を飛び立つ。 その後、 アフリカ、 
ヨーロッパ、 アメリカを放浪して大阪万博に沸く
日本に帰国。 70 歳を記念して寄った先々での
エピソードを綴り、 上梓。イラストは久志本雅子。 
Ａ５判188頁並製本、定価：本体1620円（税込み）

ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊤
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊥
ドクターがつまみ食いしたユーラシアの古代史㊦
各Ａ５判並製本、定価：本体1620円 （税込み）
㊦のみ定価：1,836円 （税込み）

つ
い
て
」
牛
滝
川
に
沿
っ

て
５
分
ほ
ど
歩
く
と
、
モ

ミ
ジ
や
イ
チ
ョ
ウ
で
有
名

な
天
台
宗
の
古
刹
「
大
威

徳
寺
」
が
あ
り
ま
す
。
紅

葉
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

　
「
こ
こ
を
一
言
で
表
現

す
る
と
」大
自
然
の
中
で
、

非
日
常
を
味
わ
え
る
で
す

ね
。
歌
謡
や
演
歌
、
ピ
ア

ノ
演
奏
、
ジ
ャ
ズ
な
ど
の

ラ
イ
ブ
も
楽
し
ん
で
ほ
し

い
。
今
日
は
ボ
ー
カ
リ
ス

ト
Ｏ
ｎ
ｏ 

Ａ
ｋ
ｉ
さ
ん

で
す
。

 

（
石
河
亮
平
）

　

中
西
の
ぶ
ひ
ろ
東
大
阪

市
議
会
議
員
を
応
援
す
る

会
が
７
月
20
日
に
東
大
阪

市
四
条
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
東
大
阪
市
南
四
条

町
１
）で
開
か
れ
た
。野
田

義
和
東
大
阪
市
長
、
倉
田

ま
す
、
③
議

会
の
見
え
る

化
に
努
め
ま

す
。

　

最
後
は
、

鈴
木
訓
司
副
会
長
の
潑
剌

と
し
た
掛
け
声
に
よ
る

薫
前
池
田
市
長
ら
が
駆
け

付
け
、エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

中
西
市
議
は
３
期
目
を

目
指
し
、
３
つ
の
約
束
を

し
た
。
①
ど
ん
な
お
声
に

も
耳
を
傾
け
ま
す
、
②
ま

ち
づ
く
り
の
先
頭
に
立
ち

「
が
ん
ば
ろ
う
コ
ー
ル
」

で
締
め
く
く
ら
れ
た
。 熱い思いを語る中西

のぶひろ東大阪市議

ギリシャ編

古代オリンピックの地オリン
ピアと、狭谷の街デルフォイ

イラスト　久志本雅子

中
西
の
ぶ
ひ
ろ
東
大
阪
市
議

３
期
目
を
め
ざ
し
て

 

（
つ
づ
く
）

　

７
月
20
日
〜
８
月
31
日

の
間
、
フ
レ
ス
ポ
東
大
阪

（
東
大
阪
市
稲
田
新
町
３

―
９
―
64
）
の
２
階
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
工
場
を

記
録
す
る
会
（
岡
本
好
行

代
表
）
が
東
大
阪
モ
ノ
づ

く
り
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別

展
を
開
催
し
て
い
る
。

　

岡
本
さ
ん
は
高
校
教
師

を
退
職
後
、
東
大
阪
エ
リ

ア
の
地
場
産
業
の
ル
ー
ツ

を
探
り
、
ま
た
現
在
ま
で

連
綿
と
続
く
モ
ノ
づ
く
り

企
業
を
記
録
し
紹
介
に
務

め
て
い
る
。

　

現
在
、
東
大
阪
市
の

モ
ノ
づ
く
り
企
業
は
総
数

５
、 

９
５
４
社
。
今
回
の

特
別
展
テ
ー
マ
で
あ
る
楠

根
中
学
校
校
区
に
は
６
２

５
社
の
企
業
が
存
在
す
る
。

　

特
別
展
の
テ
ー
マ
は
、

①
稲
田
桃
再
生
栽
培
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
②
１
０
０
年

を
超
え
る
長
寿
企
業
の
歩

み
、
③
昭
和
の
戦
争
が
遺

し
た
こ
と
で
あ
り
、
東
大

阪
の
モ
ノ
づ
く
り
の
活
力

と
魅
力
に
つ
い
て
広
く
発

信
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
部
を
紹
介
す
る

と
、
河
内
木
綿
栽
培
は
現

在
の
国
分
・
高
安
・
久
宝

寺
地
区
で
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
た
。や
が
て
ブ
ラ
シ
・

ボ
タ
ン
・
金
網
・
理
器
等

の
産
業
に
転
換
し
て
い
っ

た
歴
史
が
あ
る
。

　
「
稲
田
の
桃
」
は
日
本

の
在
来
種
だ
が
、
種
が
大

き
く
実
が
少
な
い
弱
点
が

あ
り
岡
山
産
の
よ
う
に
市

場
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。
ジ
ャ
ム
に
加
工

し
て
活
路
を
開
き
、
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
20
年
の

歴
史
を
数
え
る
。

　

長
寿
企
業
で
は
、
榛は

り

木き

金
属
工
業
㈱
が
創
業
以
来

１
０
３
年
、
銅
と
ス
テ
ン

レ
ス
の
精
密
加
工
を
専
門

と
し
て
、あ
ら
ゆ
る
電
池
・

電
源
装
置
に
関
わ
る
部
品

（
１
２
０
０
０
点
超
）
を

製
作
し
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
７
月

20
日
に
は
野
田
金
属
工
業

㈱
の
野
田
邦
雄
相
談
役
と

山
本
秀
雄
社
長
が
会
場
を

訪
れ
た
。

　

野
田
相
談
役
が
満
蒙
開

拓
団
時
代
に
現
地
で
製
作

し
た「
命
を
つ
な
い
だ
鍋
」

の
説
明
パ
ネ
ル
の
前
で
、

来
場
者
に
熱
心
に
説
明
し

て
い
る
姿
が
印
象
に
残
っ

た
。

　

工
場
を
記

録
す
る
会
の

今
後
の
発

展
・
活
躍
を

期
待
し
た

い
。

（
小
川
秀
人
）

代表　岡本好行
☎090―6674―1378

工場を記録する会

左から山本秀雄社長、岡本好行代表、野田邦雄相談役

　

岸
和
田
市
と
い
え
ば

「
だ
ん
じ
り
ま
つ
り
」。
そ

の
文
化
と
伝
統
を
大
切
に

活
か
し
て
、
装
い
を
新
た

に
し
た
温
泉
施
設
・
四
季

ま
つ
り
（
岸
和
田
市
大
沢

町
１
１
５
６
、
☎
０
７

２
―
４
７
９
―
２
６

４
１
）
は
初
め
て
の

夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
て
賑
わ
っ
て
い

る
。

　

も
と
も
と
は
岸
和

田
市
牛
滝
温
泉
や
す

ら
ぎ
荘
で
あ
っ
た
。

民
間
運
営
化
に
向
け

て
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
株
式
会
社
カ
メ

リ
ヤ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
（
大
阪
府
泉
南
郡

熊
取
町
大
久
保
東
１

―
５
―
16
）
が
今
年

２
月
に
選
定
さ
れ
、

補
修
と
改
造
を
加
え

５
月
か
ら
新
装
開
業

し
た
。
送
迎
バ
ス
も

充
実
し
、
高
齢
者
を

は
じ
め
家
族
で
ア
ウ

き
な
い
椿
本
勝
彦
社
長

（
60
）
を
取
材
し
た
。

　
「
も
う
一
つ
温
泉
を
新

設
す
る
の
で
す
か
」
20
年

前
か
ら
岸
和
田
市
の
施
設

と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た

の
で
、
補
修
と
改
造
を
施

し
営
業
を
５
月
に
始
め
ま

し
た
が
、
来
年
６
月
に
は

新
し
い
風
呂
場
を
谷
筋
に

沿
っ
て
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、

話
題
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施

設
を
来
年
10
月
に
開
設
す

る
予
定
で
す
。

　
「
ボ
ー
リ
ン
グ
す
る
の

で
す
か
」
今
あ
る
源
泉
か

ら
４
５
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

パ
イ
プ
で
引
っ
張
り
ま
す
。

内
湯
は
今
の
ナ
ト
リ
ウ
ム

泉
で
す
が
、
露
天
風
呂
は

ラ
ド
ン
泉
で
15
分
ほ
ど
離

れ
た
松
葉
温
泉
滝
の
湯
か

ら
ラ
ド
ン
泉
の
湯
を
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
ー
で
運
び
ま
す
。

　
「
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
の
目

玉
に
つ
い
て
」
８
月
10
日

か
ら
ガ
ス
式
グ
リ
ル
に
よ

る
ア
メ
リ
カ
ン
・
バ
ー
ベ

ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
め

る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
牛

滝
山
の
ふ
も
と
に
広
が
る

渓
谷
や
棚
田
、
森
林
は
自

然
浴
そ
の
も
の
。
装
い
新

た
な
「
四
季
ま
つ
り
」
を

訪
ね
、
ア
イ
デ
ア
が
尽

キ
ュ
ー
・
ス
タ
イ
ル
で
、

26
テ
ン
ト
を
開
設
。
１
テ

ン
ト
あ
た
り
使
用
料
３
、

５
０
０
円
（
税
別
）
で
、

食
材
は
別
途
購
入
で
す
。

　
「
注
目
の
食
材
に
つ
い

て
」
ビ
ー
フ
と
魚
介
類
で

す
。ス
ペ
ア
リ
ブ
や
テ
ィ
ー

ボ
ー
ン
ス
テ
ー
キ
、ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
は
ア
メ
リ
カ
産
や

豪
州
産
で
豪
快
に
。
黒
毛

和
牛
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
10
月
末
ま
で
で
す

が
来
年
２
月
に
は
フ
ル

シ
ー
ズ
ン
型
で
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
登
場
し
ま
す
。

　
「
泉
質
に
つ
い
て
」
７

千
万
年
前
の
白
亜
紀
時
代

の
地
層
か
ら
湧
き
出
し
て

い
る
の
を
地
下
１
６
５
０

メ
ー
ト
ル
か
ら
く
み
上
げ

て
い
ま
す
。
泉
質
は
ナ
ト

リ
ウ
ム
、
炭
酸
・
水
素
塩

泉
で
「
お
肌
ツ
ル
ヌ
ル
」

感
た
っ
ぷ
り
の
保
湿
性
成

分
で
、「
絹
の
羽
衣
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
近
場
の
ス
ポ
ッ
ト
に

椿本勝彦社長

リニューアルオープン
牛滝川の渓谷沿い 装い新たに

牛滝温泉 四季まつり

広
域

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

「
四
季
ま
つ
り
」

詩 の 窓
日
本
人
を
生
き
て
い
る
だ
け
の

在
日
は
サ
ラ
ム
で
は
な
い

サ
ラ
ム
と
は
ウ
リ
民
族
を
生
き

る
者

イ
ル
ム
を
名
の
り
さ
え
す
れ
ば

国
籍
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い

サ
ラ
ム
の
マ
ウ
ム
を
も
っ
て
い

さ
え
す
れ
ば
ウ
リ
マ
ル
に
も
こ

だ
わ
ら
な
い

か
ん
た
ん
な
こ
と
の
よ
う
で
在

日
に
は
ま
だ
む
ず
か
し
い

サ
ラ
ム
と
は

イ
ル
ム
を
名
の
っ
て
生
き
る
者

マ
ウ
ム
を
も
っ
て
生
き
る
者

在
日
サ
ラ
ム
と
は

丁
章 （
東
大
阪
市
在
住
の
詩
人
）

※
マ
ウ
ム
＝
心

　

ウ
リ
マ
ル
＝
コ
リ
ア
語
、

　

朝
鮮
語
・
韓
国
語



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和元年８月１５日（木）

八尾市北本町1-1-6
　　　　　　サニービル２F
TEL 090-9115-2170
定休日：月曜日

八尾ブラジリアン柔術

代表取締役　田辺寛
八尾市緑ケ丘3―16
TEL 072―996―8360
FAX 072―996―9123

田源株式会社

初
心
者
や
中
高
年
で
も
気
軽
に
取
り
組
め
る

か
い
わ
れ
大
根
の
容
器

販
売
に
特
化
し
た
会
社

田
源
株
式
会
社 

社
長
　
田
辺 

寛
さ
ん

新しい技の稽古に励む生徒たち

ブラジリアン柔術が女性に人気

広域

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

第 7回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：2019 年９月６日（金）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1994 年４月２日～ 2004 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】2019年10月14日（月・祝）
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

再びこの地を踏まず
―異説・野口英世物語―

日　程　2019 年９月３日（火）
　　　　14：00開演（13：00開場） ※16：45終演予定
　　　　 ※公演終了後、ロビーにて出演者によるアフタートークを予定。 
会　場　八尾プリズム小ホール（八尾市文化会館） 
チケット　全席指定・税込
●一般4,200 円（当日 300円増）
●フレッシュシート 25：1,000 円 ＜25歳以下＞
●障がいのある方とその介添えの方（1名様まで）：3,600円（当日300円増）
　※25歳以下・障がい者割引チケットご購入の際は証明書（学生証・障がい者手帳など）
　　をご提示ください。
　※就学前のお子様のご入場はご遠慮下さい。

文学座公演

　

50
歳
で
亡
く
な
る
の
は
早
過
ぎ
る
。
タ
ラ
ス
教

授
の
眠
る
棺
桶
に
赤
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
２
本

入
れ
る
と
、
胸
が
詰
ま
り
動
け
な
く
な
っ
た
。
安

ら
か
な
顔
を
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
政
治
を

嘆
き
、
ウ
オ
ツ
カ
を
飲
み
な
が
ら
持
論
を
熱
く
語

っ
て
い
た
の
が
遠
い
昔
の
よ
う
に
思
え
て
仕
方
な

い
…
。

　

噂
を
す
れ
ば
影
が
さ
す
と
は
い
う
が
、
タ
ラ
ス

教
授
の
こ
と
を
ぼ
ん
や
り
考
え
て
い
る
と
彼
の
学

生
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画

面
に
知
ら
な
い
電
話
番
号
が
表
示
さ
れ
た
の
で
、

誰
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
取
っ
て
み
る
と
、
訃
報
の

知
ら
せ
だ
っ
た
。
何
か
の
間
違
い
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
。
つ
い
こ
の
間
、
う
ち
で
ウ
オ
ツ
カ
を
酌

み
交
わ
し
た
ば
か
り
で
は
な
い
か
。
人
違
い
で
は

と
問
い
質
し
た
が
、
間
違
い
な
く
タ
ラ
ス
教
授
だ

っ
た
。
な
ぜ
、
ど
う
し
て
。
取
り
乱
し
て
学
生
に

質
問
を
ぶ
つ
け
た
が
、
彼
も
細
か
い
事
情
を
聞
か

さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
、
葬
儀
の
日

と
場
所
を
聞
き
だ

す
の
が
や
っ
と
だ

っ
た
。

　

学
者
会
館
に
入

る
と
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
す
す
り
泣

く
声
が
聞
こ
え

る
。
思
っ
た
よ
り

も
人
が
集
ま
っ
て

い
る
。
１
０
０
人

以
上
だ
。
人
懐
っ

こ
い
タ
ラ
ス
教
授

を
多
く
の
人
が
慕
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
が

タ
ラ
ス
教
授
と
の
思
い
出
を
持
っ
て
お
り
、
懐
か

し
ん
で
い
る
。

　

参
列
者
を
前
に
奥
さ
ん
が
お
礼
の
挨
拶
を
す
る

時
間
に
。

　
「
早
起
き
の
主
人
が
起
き
な
い
の
で
、
お
か
し

い
と
思
い
な
が
ら
起
こ
し
に
い
く
と
、
冷
た
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
朝
方
に
心
臓
が
止
ま
っ
た
よ
う

で
す
」

　

こ
こ
ま
で
話
す
と
、
言
葉
が
詰
ま
り
、
頬
を
涙

が
つ
た
っ
た
。
参
列
者
は
黙
っ
て
見
守
る
。
や
が

て
意
を
決
し
、
深
呼
吸
す
る
と
続
け
た
。

　
「
前
の
晩
、
笑
顔
で
私
に
こ
う
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。『
今
夜
の
ボ
ル
シ
チ
は
最
高
に
美
味
し
か

っ
た
よ
。
あ
り
が
と
う
』
と
。
感
謝
の
言
葉
が
口

癖
の
主
人
で
し
た
が
、
こ
の
日
の
言
葉
は
特
別
で

し
た
。
亡
く
な
っ
た
か
ら
そ
う
思
う
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
確
か
に
特
別
で
し
た
」

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
131

タラス教授の急死

ウクライナ

力
も
欠
落
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
日
本
政
府
は
輸

出
管
理
の
優
遇
措
置
を
撤

廃
、「
ホ
ワ
イ
ト
国
」
か

ら
除
外
す
る
と
通
告
し
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
。
決
し

て
規
制
強
化
で
は
な
い
。

あ
く
ま
で
も
通
常
措
置
に

変
更
す
る
と
通
達
し
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
欧
州
諸

国
は
当
初
か
ら
貴
国
に
優

遇
措
置
を
適
用
し
て
い
な

い
。
日
本
政
府
は
適
用
措

置
を
い
わ
ば
、
欧
州
並
み

に
す
る
と
明
言
し
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。
中
国
、
台

湾
と
同
列
に
扱
う
だ
け
で

あ
る
。

　

貴
国
は
世
界
貿
易
機
関

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
日
本
を
提

訴
す
る
と
意
気
込
む
が
、

気
の
毒
だ
が
、
１
０
０
％

敗
訴
す
る
。
日
本
政
府
の

所
業
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
抵

触
す
る
な
ら
ば
、
主
要
国

の
貿
易
管
理
は
す
べ
て
Ｗ

Ｔ
Ｏ
違
反
と
な
る
。
情
け

な
い
こ
と
に
、
貴
殿
は
輸

出
管
理
の
趣
旨
が
安
全
保

障
に
あ
る
と
い
う
こ
と
す

ら
把
握
し
て
い
な
い
。

　

貴
国
企
業
は
長
年
に
わ

た
り
、
軍
事
転
用
可
能
な

レ
ジ
ス
ト
（
感
光
材
）、

エ
ッ
チ
ン
グ
ガ
ス
（
フ
ッ

化
水
素
）、
フ
ッ
化
ポ
リ

イ
ミ
ド
を
第
３
国
に
密
輸

出
、
横
流
し
し
て
き
た
。

大
韓
民
国
大
統
領
の
貴
殿

に
知
ら
な
か
っ
た
と
は
言

わ
せ
な
い
。
こ
れ
は
安
全

保
障
に
か
か
わ
る
大
問
題

で
あ
る
。
日
本
政
府
が

由
々
し
き
事
態
だ
と
憂
慮

す
る
の
は
至
極
当
然
で
あ

る
。
日
本
の
輸
出
管
理
が

問
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

貴
殿
が
取
り
組
む
べ
き

は
日
本
を
敵
視
す
る
こ
と

で
も
歴
史
を
捏
造
す
る
こ

と
で
も
な
い
。
貴
国
経
済

は
今
や
崩
壊
寸
前
に
あ

る
。
韓
国
総
合
株
価
指
数

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
は
低
迷
を
き

わ
め
、
危
険
水
域
の
２
、

０
０
０
ポ
イ
ン
ト
に
接
近

し
て
い
る
。
こ
れ
は
投
資

家
が
貴
国
を
見
限
っ
て
い

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

貴
国
の
経
済
再
建
こ
そ

が
貴
殿
の
使
命
。失
業
率
、

こ
と
に
若
年
層
の
失
業
率

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
。

産
業
の
裾
野
を
広
げ
、
中

小
企
業
を
育
成
し
て
、
雇

用
機
会
を
創
出
す
る
必
要

が
あ
る
。
喫
緊
の
課
題
は

偏
狭
な
歴
史
教
育
で
は
な

く
職
業
訓
練
で
あ
る
。
額

に
汗
し
、
油
ま
み
れ
に

な
っ
て
「
も
の
づ
く
り
」

に
励
む
尊
さ
を
自
ら
示
す

べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

幸
い
、
貴
国
の
隣
に
は

日
本
と
い
う
世
界
か
ら
尊

敬
さ
れ
る
立
派
な
モ
デ
ル

国
が
鎮
座
す
る
。
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
津
々

浦
々
の
町
工
場
を
視
察
な

さ
い
。
試
行
錯
誤
、
創
意

工
夫
を
重
ね
、
斬
新
な
新

製
品
・
新
素
材
を
世
に

送
り
出
す
姿
に
感
銘
す

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ

が
「
も
の
づ
く
り
」
の
真

髄
で
あ
る
。
貴
殿
が
貴
国

の
現
実
を
直
視
し
、
猛
省

し
な
い
限
り
、
悲
惨
な
現

状
は
改
善
さ
れ
な
い
。
日

本
に
責
任
を
転
嫁
せ
ず
、

精
一
杯
、
努
力
な
さ
い
。

妄
想
の
世
界
に
浸
っ
て
自

分
勝
手
な
ス
ト
ー
リ
ー
を

作
り
上
げ
て
も
課
題
は
一

向
に
解
決
さ
れ
な
い
。

国
民
の
血
税
が
投
入
さ
れ

た
こ
と
を
お
忘
れ
か
。
未

熟
だ
っ
た
輸
出
管
理
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
指
導
し
、「
ホ

ワ
イ
ト
国
」
に
指
定
し
た

日
本
国
へ
の
恩
義
を
お
忘

れ
か
。
貴
殿
か
ら
日
本
に

対
す
る
感
謝
の
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
は
な
い
。
儒
教

社
会
で
育
っ
た
貴
殿
に

仁
、
義
、
礼
の
精
神
が
備

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
驚

愕
に
値
す
る
。

　

貴
殿
は
理
解
力
、
読
解

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士 

中
津
孝
司

２
０
１
９
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む 
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文
在
寅
大
統
領
閣
下

殿
、仏
の
顔
も
三
度
ま
で
。

貴
殿
は
一
度
腹
を
く
く
っ

た
日
本
民
族
の
怖
さ
を

ご
存
じ
な
い
。
対
北
朝

鮮
融
和
政
策
ば
か
り
に

か
ま
け
る
一
方
、
貴
殿
は

日
本
国
を
軽
視
な
さ
っ
て

こ
ら
れ
た
。
堪
忍
袋
の
緒

が
切
れ
た
日
本
政
府
は
本

気
で
貴
国
を
締
め
上
げ

る
。

　

朝
鮮
戦
争
で
壊
滅
的
な

打
撃
を
被
っ
た
貴
国
を
救

い
、
経
済
成
長
と
民
主
化

へ
と
導
い
た
、
い
わ
ゆ
る

「
漢
江
の
奇
跡
」
に
日
本

文
在
寅
大
統
領
閣
下
殿
、現
実
を
直
視
せ
よ
！

サ
ン
コ
ー
で
は
お
客
様
目
線
に
立
ち
、

品
質
・
施
工
・
ご
予
算
に
無
駄
の
な
い

プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
ま
す
。

 物産株式会社

TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mai l  ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所
名古屋営業所
大阪営業所

和歌山営業所
福岡営業所

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフォームはもちろん、
畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。

「200年住宅リフォーム理念」一級建築士事務所

枚岡
～瓢箪山商店街めぐり

楽 し い お 店 紹 介 ― 36

もりきく
グリーンショップ

東大阪市旭町3－9
TEL 072－984－3501
営業時間：10時～18時30分
定休日：火曜日

グリーンショップ　もりきく

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
サ

ン
ロ
ー
ド
商
店
街
の
「
グ

リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
プ　

も
り

き
く
」。
社
長
の
山
村
安

徳
さ
ん
（
70
）
＝
写
真
左

＝
が
１
９
６
９
年
、
弱
冠

20
歳
の
折
に
開

業
し
た
。

　

店
に
は
温
室

も
併
設
し
て
お

り
、
店
内
に
は

季
節
の
花
々
が

い
っ
ぱ
い
で
正

に
百
花
繚
乱
。

花
と
鉢
植
え
の

他
に
目
に
つ
い

た
の
が
、
花
々

に
添
え
る
人

形
・
ネ
コ
・
犬

の
オ
モ
チ
ャ
類

だ
。

　

切
り
花
に
し
ろ
鉢
植
え

に
し
ろ
女
性
客
が
多
け
れ

ば
、
可
愛
い
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
す
す
め

て
購
買
意
欲
を
そ
そ
る
。

小
さ
な
家
や
人
形
、
道
具

類
を
組
み
合
わ
せ
て
自
分

好
み
の
箱
庭
を
作
っ
て
み

る
の
も
一
興
だ
ろ
う
。

　
「
も
り
き
く
」
の
元
祖
、

祖
父
の
森
菊
松
さ
ん
は
熟

練
の
庭
師
だ
っ
た
。
最
近

は
こ
洒
落
た
表
現
で
造
園

業
と
か
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な

ど
と
呼
称
す
る
が
、
祖
父

は
「
森
・
菊
・
松
」
と
名

前
か
ら
し
て
庭
師
そ
の
も

の
。

　

山
村
さ
ん
も
庭
師
で
あ

り
、
樹
木
の
手
入
れ
や
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
の
依
頼
に
応

じ
て
、
忙
し
く
出
張
っ
て

い
る
。

　

店
頭
で
の
販
売
や
様
々

な
手
配
は
も
っ
ぱ
ら
奥
さ

ん
、
た
づ
子
さ
ん
（
写
真

右
）
の
受
け
持
ち
だ
。
い

わ
ゆ
る
花
屋
さ
ん
、
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
は
切
り
花

と
鉢
植
え
の
販
売
が
主
だ

が
、「
グ
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
プ
」

と
屋
号
に
掲
げ
て
い
る
店

は
珍
し
い
。

　

も
り
き
く
は

ル
ー
ツ
が
庭
師

だ
け
あ
り
、
造

園
・
樹
木
の
手

入
れ
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
を
全
て

手
掛
け
て
お
り
、

「
花
と
緑
」
の
オ

ー
ル
ラ
ウ
ン
ド

プ
レ
ー
ヤ
ー
と

い
え
よ
う
。

　

来
店
客
層
は

老
若
男
女
を
問

わ
ず
い
ろ
い
ろ
だ
が
、
や

は
り
地
元
の
マ
ダ
ム
が
多

い
。
奥
さ
ん
の
明
る
い
ト

ー
ク
と
す
す
め
上
手
に
乗

せ
ら
れ
て
、
思
わ
ず
花
を

求
め
て
し
ま
う
マ
ダ
ム
も

お
ら
れ
る
よ
う
だ
。

　

山
村
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー

は
「
お
客
様
第
一
」。
明

る
い
奥
さ
ん
と
花
も
実
も

あ
る
楽
し
い
店
を
目
指
し

て
い
る
。 

（
小
川
秀
人
）

明
る
い
奥
さ
ん
と

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
人
気

2019・8・15

　

令
和
元
年
８
月
２
日
の
最
高
気
温
は
東

大
阪
市
や
八
尾
市
で
38
・
29
度
だ
っ
た
。

そ
の
日
、
花
園
で
記
念
式
典
を
取
材
し
て

い
た
。
鼻
柱
を
流
れ
る
汗
が
ボ
ト
ボ
ト
と

し
た
た
り
落
ち
、
ノ
ー
ト
は
文
字
化
け
状

態
に
。
湿
気
を
帯
び
た
よ
ど
む
空
気
は
重

く
て
息
苦
し
い
。

　

夏
場
は
、
食
事
以
外
に
１
日
あ
た
り
２
リ
ッ
ト

ル
の
水
を
飲
め
と
い
う
。
熱
中
症
対
策
の
水
分
補

給
は
身
に
つ
い
た
。

　

も
う
１
つ
こ
わ
い
の
が

夏
場
に
２
倍
発
症
す
る
尿

路
結
石
だ
。
発
汗
で
尿
が
濃
く
な
り
尿
の
成
分
で

あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
シ
ュ
ウ
酸
な
ど
が
結
晶
に
な

っ
て
で
き
た
石
が
腎
臓
か
ら
尿
道
で
詰
ま
っ
た
り

し
て
発
症
す
る
。

　

記
者
の
経
験
だ
が
、
尿
意
を
感
じ
て
も
つ
い
忙

し
く
て
我
慢
し
た
り
（
忘
れ
て
し
ま
う
）、
会
議

の
連
続
な
ど
で
排
尿
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
う
な
ど

す
る
と
、
尿
の
濃
度
が
高
く
な
る
の
で
水
分
補
給

と
排
尿
は
ま
め
に
行
い
た
い
。
多
忙
な
役
職
に
多

い
。
激
痛
で
七
転
八
倒
す
る
。

　

暑
い
日
の
冷
え
た
ビ
ー
ル
は
命
の
水
。
ア
ル
コ

ー
ル
飲
料
の
飲
み
す
ぎ
は
腎
臓
機
能
を
低
下
さ
せ
、

尿
酸
値
を
上
げ
て
し
ま
う
。
シ
ュ
ウ
酸
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
緑
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
よ
り
も
麦
茶
や
ほ

う
じ
茶
が
よ
い
と
い
う
。
塩
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
糖

分
な
ど
を
含
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
安
全
だ
。

　

電
車
内
で
半
眼
の
人
を
見
か
け
た
。
３
０
０
年

前
に
83
歳
ま
で
生
き
た
儒
学
者
・
貝
原
益
軒
は「
養

生
訓
」
で
、
目
に
つ
い
て
「
目
に
精
神
あ
る
人
は

寿
（
い
の
ち
な
が
）
し
。

精
神
な
き
人
は
夭
（
い
の

ち
み
じ
か
）し
」（
巻
第
２
の
23
）と
書
い
て
い
る
。

　
「
目
に
精
神
」
と
は
精
気
や
生
気
の
「
勢
い
」

が
あ
る
こ
と
だ
か
ら
長
命
、そ
の
反
対
は
短
命
だ
。

　

取
材
を
終
え
て
飛
び
こ
ん
だ
和
食
店
で
息
を
整

え
た
。
そ
こ
で
新
た
な
ご
縁
に
も
恵
ま
れ
た
。
江

戸
時
代
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
も
再
読
で
き
た
。
東
京

五
輪
の
気
温
を
想
像
し
た
り
、
人
生
１
０
０
年
時

代
の
猛
暑
の
り
こ
え
法
を
考
え
た
り
も
し
た
。
令

和
初
の
酷
暑
日
だ
っ
た
。

晴耕雨読

令
和
の
猛
暑
日
に
思
う

　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術
が
女
性
に
人
気
だ
。
護
身
術
に
最
適
だ
と

い
う
。
日
本
の
柔
道
と
違
い
、
寝
技
中
心
の
格
闘
技
な
の
で
、
運

動
の
苦
手
な
初
心
者
や
中
高
年
で
も
気
軽
に
取
り
組
め
る
。

　

５
年
前
、
近
鉄
八
尾
駅

西
口
前
に
道
場
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
口
コ
ミ
で
生
徒

が
増
え
、
今
で
は
70
人
を

超
え
る
。
そ
の
う
ち
２
割

が
女
性
だ
と
い
う
。
取
材

し
た
日
も
十
数
人
の
男
性

の
な
か
に
女
性
が
２
人
い

た
。

　

準
備
運
動
の
後
、
す
ぐ

に
寝
技
の
実
践
。
西
口
正

人
代
表
（
45
）
が
実

演
な
が
ら
丁
寧
に
説

明
し
た
上
で
、
稽
古

に
入
る
。

　

優
し
い
技
か
ら
始

め
て
、
高
度
な
技
へ

と
段
階
を
踏
む
。
生

徒
は
皆
真
剣
そ
の
も

の
だ
。

　

道
場
が
開
い
た
と

き
か
ら
通
っ
て
い

る
森
本
昌
宇
さ
ん

（
38
）
は
「
ブ
ラ
ジ

リ
ア
ン
柔
術
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
毎

日
が
充
実
し
て
い

ま
す
」 

と
話
し
て
い

た
。

生徒を指導する西口正人代表

かいわれ大根の容器を持つ田辺寛さん

　

日
本
の
食
卓
に
欠
か
せ

な
い
か
い
わ
れ
大
根
。
そ

の
歴
史
は
古
く
、
平
安
時

代
に
す
で
に
食
卓
に
上
っ

て
お
り
、「
宇
津
保
物
語
」

に
も
出
て
く
る
。

　

そ
ん
な
か
い
わ
れ
大
根

の
容
器
販
売

に
特
化
し
た

会
社
が
八
尾

に
あ
る
。
田

源
株
式
会
社

だ
。
田
辺
繁

さ
ん
（
現
会

長
）
が
昭
和

60
年
に
創
業
。
平
成
26
年

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
現

在
は
田
辺
寛
さ
ん
（
43
）

が
社
長
だ
。
容
器
だ
け
で

な
く
、
栽
培
培
地
、
栽
培

容
器
に
至
る
ま
で
、
か
い

わ
れ
大
根
に
関
す
る
生
産

資
材
・
出
荷
包
装
資
材
、

生
産
機
材
全
般
に
わ
た
り

取
り
扱
っ
て
い
る
。
ま
さ

に
こ
の
会
社
な
く
し
て
か

い
わ
れ
大
根
は
店
頭
に
並

ば
な
い
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

　

平
成
８
年
に
病
原
性
大

腸
菌
Ｏ
１
５

７
が
広
ま
っ

た
と
き
、
そ

の
原
因
が
か

い
わ
れ
大
根

だ
と
さ
れ
、

か
い
わ
れ
大

根
の
売
り
上

げ
が
落
ち
、
容
器
業
界
も

大
き
な
打
撃
を
被
っ
た
。

し
か
し
、ま
っ
た
く
の「
冤

罪
」
だ
と
判
明
し
、
徐
々

に
持
ち
直
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
今
で
も
悪
夢
の

記
憶
は
消
え
る
こ
と
が
な

い
と
い
う
。

　

田
辺
社
長
に
は
も
う
一

つ
の
顔
が
あ
る
。
中
国
ヘ

ビ
メ
タ
研
究
家
だ
。
高
校

生
の
と
き
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

で
流
れ
て
い
た
中
国
ヘ
ビ

メ
タ
に
心
を
奪
わ
れ
た
。

中
国
語
を
学
ぶ
た
め
に
摂

南
大
学
国
際
言
語
学
部
へ

進
学
。
し
っ
か
り
と
中
国

語
を
身
に
付
け
、
本
場
中

お客さんの要望を聞く金逸珉さん （右）

　

凄
腕
の
営
業
マ
ン
や
優
秀

な
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

あ
る
い
は
特
殊
技
能
を
持
っ

た
エ
ン
ジ
ニ
ア
を

雇
い
た
い
と
思
っ

た
と
き
、
ど
の
よ

う
に
し
て
人
材
を

探
せ
ば
い
い
の
か
。
求
人
情

報
誌
や
求
人
サ
イ
ト
に
出
し

て
も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お

願
い
し
て
も
可
能
性
は
ゼ
ロ

に
近
い
。
そ
れ
は
、
一
般
的

な
人
を
求
め
る
場
で
あ
る
か

ら
だ
。

　

で
は
、
ハ
イ
ク
ラ
ラ
ス
の

人
材
を
得
る
に
は
ど
う
す
る

か
。
そ
れ
は
非
公
開
求
人
を

扱
う
人
材
優
良
職
業
紹
介
会

社
を
訪
ね
る
し
か
な
い
。
関

西
で
は
株
式
会

社
ビ
ア
ッ
ジ
オ

が
そ
の
筆
頭
だ

ろ
う
。
こ
こ
に

行
け
ば
、
ど
ん
な
人
材
で
も

親
身
に
な
っ
て
探
し
て
も
ら

え
る
。

ハ
イ
ク
ラ
ス
の
人
材
を
得
る
に
は

株式会社ビアッジオ

代表取締役　西浦聖権
大阪市中央区島之内
　　1―21―23―801
TEL06-6281-0004

株式会社ビアッジオ

国
で
た
っ
ぷ
り
ヘ
ビ
メ
タ

を
堪
能
し
た
。
好
き
な
バ

ン
ド
は
唐
朝
や
黒
豹
だ
。

自
宅
に
は
現
地
で
買
い
求

め
た
Ｃ
Ｄ
が
１
０
０
枚
以

上
あ
る
。

　

今
も
、
忙
し
い
仕
事
の

合
間
を
ぬ
っ
て
中
国
へ
足

を
運
び
ヘ
ビ
メ
タ
を
楽
し

ん
で
い
る
。

護身術に最適 寝技中心の格闘技

非
公
開
求
人
を
扱
う

人
材
優
良
職
業
紹
介
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